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1111.はじめにはじめにはじめにはじめに    

    近年，国際的に環境保全への関心が顕在化し，あらゆる分野で地球環境への配慮が求められている．道路

の分野においても例外ではなく，リサイクル法，並びに循環型社会への適応を考慮して，道路の維持，修繕

工事に伴って発生するアスファルト混合物（以下アス混）発生材の再利用，地域におけるゼロエミッション

と共に環境保護対策へ積極的に取り組まなければならない． 

本研究では，改良・修繕工法の一種であるシートを用いた工法に着目し，再生アスファルト混合物に対す

るひび割れおよび流動抵抗性の向上効果を期待して各種試験による工学的評価を実施した． 

2.2.2.2.供試体供試体供試体供試体    

2222----1.1.1.1.アスファルト混合物アスファルト混合物アスファルト混合物アスファルト混合物    

 本研究で用いた混合物は，アスファルト舗装要綱に示

される最大粒径 13㎜の密粒度アス混である．バインダー

は StAs60～80を用い，舗装発生材は供用中の物性劣化と

同程度（針入度指標）とするため 70℃で 7日間，強制熱

劣化させたものを用いた．各供試体名称および特徴は表表表表

－－－－1111 に示す通りである．なお，各供試体の作製は舗装試

験法便覧に準じて実施した． 

2222----2.2.2.2.舗装用強化シート舗装用強化シート舗装用強化シート舗装用強化シート    

 舗装用強化シートは，再生アスファルト混合物の破断

時のひずみを考慮し破断強度が高く，破断ひずみの小さ

い APRシートを用いた．シートの構成および特徴は図－図－図－図－

1111，表－表－表－表－2222に示す通りである． 

3.3.3.3.試験方法試験方法試験方法試験方法    

3333----1.1.1.1.マーシャル安定度試験マーシャル安定度試験マーシャル安定度試験マーシャル安定度試験    

 基本的な各種混合物単体におけるマーシャル安定度の比較，並びに再生骨材中の旧アスファルトの針入度

推定をマーシャル安定度試験より行った．試験方法および供試体作製方法は舗装試験法便覧，並びにプラン

ト再生技術指針に準じて実施した. 

3333----2.2.2.2.ホイールトラッキング試験ホイールトラッキング試験ホイールトラッキング試験ホイールトラッキング試験    

流動抵抗性に関するシミュレーションとして，ホイールトラッキング試験を行った．なお，本試験に用い

た供試体は底面をシート挿入位置とし，試験方法および試験条件は舗装試験法便覧に準じて実施した． 

3333----3.3.3.3.単純曲げ試験単純曲げ試験単純曲げ試験単純曲げ試験 

ひび割れ抵抗性を比較評価するため，単純曲げ試験を行った．WT試験用供試体を 30×5×5㎝の矩形に切

断したものを供試体とし，動的載荷試験装置（Instron 8801）を用いて実施した．なお，試験温度は各供試体

とも‐10，0，5，10，15，20℃で，供試体にクラックが生じるまで載荷を行った． 
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供試体名称 発生材混入率 強化シート

Ｖ‐ＮＶ‐ＮＶ‐ＮＶ‐Ｎ 0% 無

Ｖ‐ＳＶ‐ＳＶ‐ＳＶ‐Ｓ 0% 有

ＲＲＲＲ50‐Ｎ‐Ｎ‐Ｎ‐Ｎ 50% 無

ＲＲＲＲ50‐Ｓ‐Ｓ‐Ｓ‐Ｓ 50% 有

表－表－表－表－1111    供試体名称および特供試体名称および特供試体名称および特供試体名称および特徴徴徴徴    

表－表－表－表－2222    APRAPRAPRAPR シートの構成および特徴シートの構成および特徴シートの構成および特徴シートの構成および特徴    
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4.4.4.4.試験結果および考察試験結果および考察試験結果および考察試験結果および考察    

4444----1.1.1.1.マーシャル安定度試験マーシャル安定度試験マーシャル安定度試験マーシャル安定度試験    

 表表表表----3333 はマーシャル安定度試験結果を示したものであ

る．強制熱劣化により得られた旧アスファルトの針入度

が供用劣化と同程度であることが確認され，発生材の混

入率増加に伴う安定度の増加傾向が認められた． 

4444----2.2.2.2.ホイールトラッキング試験ホイールトラッキング試験ホイールトラッキング試験ホイールトラッキング試験    

 図図図図----2222 は，各供試体の動的安定度（DS）を示したもの

である．動的安定度について基準供試体である V-Nと比

較すると，発生材 50％混入により約 2.8倍さらに強化シ

ート挿入によって約 3.4倍の増加が認められた． 

図図図図----3333は各供試体の圧密変形量を示したものである．基

準供試体に比べ，発生材混入およびシート挿入供試体の

圧密変形量は約 1/2であることが確認された． 

4444----3.3.3.3.単純曲げ試験単純曲げ試験単純曲げ試験単純曲げ試験    

    図図図図----4444は破壊荷重と温度の関係を示したものである．最

大曲げ荷重を示した 10℃において，シート挿入の有無で

比較すると，新材では約 1.5 倍，再生材では約 1.8 倍も

の破壊時の曲げ荷重の増加が認められた． 

図図図図----5555 は破壊時の変位量と温度の関係を示したもので

ある．シート挿入供試体は引っ張りに対する伸びが小さ

いことが確認された． 

5.5.5.5.まとめまとめまとめまとめ    

（１）マーシャル安定度試験より，発生材混入による針

入度の低下および安定度の増加傾向が確認された. 

（２）WT試験より，発生材混入，並びに APRシート挿

入による流動抵抗性の向上効果，圧密変形の抑制効果が

確認された． 

（３）単純曲げ試験より，新材および再生材に対する

APR シート挿入によるひび割れ抵抗性の向上効果が確

認された． 

 以上より，流動抵抗性およびひび割れ抵抗性に対する

再生アスファルト混合物への APR シート挿入の有効性

が顕著にあらわれた． 

今後の課題として，供用劣化混合物との対比および発

生材の混入率等，実路を考慮した様々な試験条件による

データの蓄積と解析が必要である． 
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図－図－図－図－2222    動的安定度動的安定度動的安定度動的安定度    
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図－図－図－図－7777    圧密変形量比較圧密変形量比較圧密変形量比較圧密変形量比較 
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図－図－図－図－5555    破壊時の変位量と温度の関係破壊時の変位量と温度の関係破壊時の変位量と温度の関係破壊時の変位量と温度の関係 

図－図－図－図－3333    圧密変形量圧密変形量圧密変形量圧密変形量    
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